
１．工事内容

当工事は、橋脚を２基築造するのがメインとな

る工事で、それに伴って、基礎杭を１８本、土留工

他の施工を行いました。

工期は、７月中旬から翌年３月下旬まででした。

私は当現場で担当技術者として現場所長の補佐

を致しました。

２．社会貢献に対する当社の姿勢

当社受注工事の主な施工場所は、道南地域に散

在しており、いろいろな地域にお邪魔して工事の

施工を進めておりますが、その際、当社の姿勢と

して、よそ者の態度で臨むのではなく、その地域

で生活を営まれている皆様と同じ気持ちで行動し、

そして、その地域のために何か出来ることがあれ

ば、例えば、その地域のイメージアップに貢献出

来ることやその地域又はその地域の人々に直接働

きかけることによりその地域に何がしかの貢献が

果たせるのであれば、積極的にその行動を起こす

ことを念頭に置き工事の施工にあたる、このよう

なことを、全社的な考え方として、各工事の施工

にあたるようにしております。

３．当現場近傍の地理的状況と実行し
た活動内容

当現場は、函館市港町で施工致しましたが、そ

の近傍には、約２００ｍ離れて「函館市立港小学校」

が、約４５０ｍの距離に「第２太陽の子幼稚園」が

あります。

そして、それらの学校の近くには、「港公園」、

「亀田港児童公園」、「港第２幼児公園」といった

公園が散在しておりました。

下記に、現場近傍の地理的状況図を表示致しま

す。

現場近傍のこのような状況を考慮し、この地域

でお役に立てることは何かと思いを巡らしました

が、次に掲げる事柄につき、実行しようと考えま

した。

� 秋も過ぎれば、日の落ちるのも早くなります

ので、学校帰りや公園等で遊んだ後の家への帰

りの時、車両（通行量も結構ありました）等と

の接触での事故を防ぐために、反射材のついた

身に付ける何かを寄贈しよう。

� 児童が不審者に声をかけられることが、現実

に起こっていると聞き、現場付近で作業する「作

業員」や「職員」は、「こども１１０番」の啓発ポ

スターをヘルメットや安全チョッキに貼り付け、
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何かあった時には、速やかに対処出来るような

体制で工事を進めていくので、そのような時に

は、迷わず助けを求めてほしい旨を児童に周知

してほしいと、２つの学校に申し出よう。

�及び�にもとづき、具体的には、下記のよう
な活動を行いました。

� 函館市立港小学校へ全校児童分（５１０組）の

「反射シール付手袋」を寄贈。

� 第２太陽の子幼稚園へ全園児分（１７０個）の

「反射板付くまのキーホルダー」を寄贈。

� 上記の�の内容については、その内容通りの
ことを実行致しました。

４．活動結果

工事開始から、約８ヵ月後、翌年３月下旬に工

事は完成致しましたが、子供達の各種被災はなく、

ホット胸を撫で下ろしたものでした。

又、函館市立港小学校の校長様からは、丁重な

る「礼状」を頂きました。

加えて、同校「小学校便り」にもそのことが掲

載されました。

そして、第２太陽の子幼稚園への活動に対して

は、北海道新聞にその内容が掲載されました。

下記に、函館市立港小学校校長様からの「礼状」

及び同校「小学校便り」を表示致します。（写真―

１、２）

又、第２太陽の子幼稚園への活動に対しての北

海道新聞掲載記事も表示致します。（写真―３）

図―１ 状況図
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平成１９年１０月２４日

北海道新聞 夕刊 掲載記事

活動実施日

平成１９年１０月２１日

（全園児分 １７０個を寄贈）

写真―１ 礼状

写真―３

写真―２ 小学校便り
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